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第２分科会 「心の教育の充実を図るために」

サブテーマ ・携帯電話の正しい使い方について，親子で話し合っていますか？

・携帯電話使用の利点・欠点を感じたことがありますか？

茨城県立竹園高等学校 提案者 内田 芳昭（ＰＴＡ副会長）

本校においてもほとんどの生徒が携帯電話を使用していますが、実態調査のよ

うなものはあまり行っていませんでした。今回の研修会にあたり、生徒の実態を少

しでも知っておこうと 「携帯電話についてのアンケート」を実施しましたので、、

結果について主な点・気になった点をご報告したいと思います。

１・２年生を対象として、男子３０２名・女子３１２名・計６１４名から回答を

得ました。所持については９７％の生徒が所持し、購入時期は高校１年が最も多く

５０％、ついで中学１年が１３％と続きます。１日の利用時間は６４％が１時間以

内と答え、２時間以上が１０％いました。一月の使用料金は４～６０００円が２４

％、１００００円以上と答えた生徒が３％いました。また、知らないと答えた生徒

が１５％いたことは気になりました。支払いは誰か、の問いには９０％が親と答え

ています。料金額を知らない生徒の状況を考えると、家庭内での話し合いに対して

不安を感じます。次に使い方について尋ねました（複数回答 。よく使う機能につ）

いては、メールが一番多く、ネット、電話と続きます。ネットの使い方では、ＨＰ

閲覧・音楽ダウンロードが多数を占めましたが、プロフ・ブログ・動画投稿サイト

との答えが少なくない数ありました。フィルタリングについては、５０％以上の生

徒が付けていました。付けた理由としては、安全のため・親に言われて・自動的に

などが、付けていない生徒の理由としては、制限が厳しい・元々付いていなかった

から・めんどくさいなどと答えていました。また、親とルールを決めている生徒は

２０％に留まっています。内容は、使用料の上限・食事中や勉強中は使わない・夜

遅く使わないなどとなっています。フィルタリングを付けている数とルールを決め

ている数を見ると、フィルタリングを付けているので安心しているところがあるの

ではないかという感じを持ちました。利用にあたり気にしている点については、お

おむねマナーを守ろうとしている様子が伺えました。次にパソコンも含め、使用し

、 。ていてトラブルに遭ったことがあるかと尋ねたところ １８％があると答えました

、 、内容は迷惑メールが一番多く 架空請求・ワンクリックやフィッシング詐欺と続き

、 。 、少数ながら 嫌がらせを受けた・大人に誘われたという答えもありました 最後に

自分のＨＰ（チャット・ブログ・プロフを含む）を開設しているかの問いには、２

２％が開設していると答えました。これは学年が上がるにつれて増え、女子が男子

の３倍近い数となりました。

今回はアンケートを実施し、実態把握を行うに留まりましたが、結果を踏まえ、

学校と家庭が協力して、今後どのように生徒と話し合っていくべきか検討して行き

たいと考えています。


